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食料システム変革に向けた緊急
性の増大 
人類の未来は、健康な人々と健康な地
球を支える食料システムを創り出せる
か否かにかかっています。

早急な変化の必要性は、必ずしも自明
とはいえません。しかし、現在の食料シ
ステムは地球の資源量を上回るもので
あると同時に、現在の食生活は栄養過
剰と栄養不良が併存するグローバルな
健康上の危機を生み出しています。継
続的な人口増大と食習慣の変化は、こ
うした危機を増幅しています。

主要な科学報告書および経済報告書（
すなわち、気候変動に関する政府間パ
ネル （IPCC）、世界資源研究所（WRI）、
生物多様性及び生態系サービスに関
する政府間科学-政策プラットフォーム

（IPBES）、食品と土地利用連盟（FOLU）
、EAT-ランセット）はどれもが、早急に
行動すべきだと警鐘を鳴らしています。

世論および消費者の要求による圧力
が高まる一方で、イノベーションや技
術はビジネスの機会を生み出してい
ます。

ビジネスリーダーに対する  
行動の呼びかけ 
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食料システム変革の方法
食料システムには人 と々動物の食に関
与するすべてのプロセスが含まれます。
すなわち育成および収穫から、加工、貿
易、マーケティング、流通、消費、処分ま
でが対象となります。肥沃な土地を巡
る競争が激しくなる中、食料システム
は農業、土地利用、および食品以外の
目的である木材や木質繊維などの林業
と深く結びついています。

健全な食料システムとは健康な人々
と健康な地球への包摂的な成果、そし
て、もちろん健全なビジネスをもたら
します。

科学は今やはっきりとそのことを示し
ています。

このガイドでは、企業が食料システム
における重要な問題について率先し
て行動すべき、バリューチェーン全体
において特定された7つの方法を共有
します。全ての方法を実践することによ
り、システム変革が推進され、持続可能
な開発目標（SDGs）とパリ協定の達成
が確実なものとなります。
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成功には変革への統合的アプローチ
が必要です 
先駆的企業はすでに7つの方法を通じてシス
テム上の変化を先導しており、障壁（消費者と
農業従事者の分断、短期的な経済に関する圧
力など）を克服し、戦略的な優位性を獲得し
つつあります。

これは単なる個々の企業のリスクではありま
せん。一部の農業従事者や企業にとっては、こ
のことは壊滅的な被害となってしまいます。し
かし、行動を起こさなければ、食料システム全
体において運営ライセンスを失うリスクに晒
されます。

Food & Nature Program（食料と自然プログラ
ム）の 健康な人々、健康な地球ビジョンを達
成するには、これまで以上の国際的な協力が
必要になります。それには複数のシステム変
革を早急に同時に行う必要があります。地域
の文化的アイデンティティを尊重しながら、気
候レジリエンスと気候緩和、自然と生物多様
性の損失、人々の生活と人権、および栄養と健
康に取り組む必要があります。こうした行動は
大胆さおよび、強力な企業のリーダーシップ
を必要とします。

ビジネス 人々の生活と人権

栄養と健康

気候レジリエンスと温室効果ガス
（GHG）の緩和

自然と生物多様性

健康な人々、健康な地球環境、 
健全なビジネス
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このCEOガイドでは、食料システム変
革に向けて共通の目標達成の方法を
概説します

CEOは社内から、そして協力して変化を先導する必要
があります 

1.	 食料システムの課題への自社
の関連性と7つの変革方法にお
ける役割を理解する	

2.	 外部性の真の財務価値を反映
し、科学に基づいた、強固な目
標を設定する	

3.	 目標達成のための測定可能な
解決策を策定、実施する	

4.	 業界を先導し、解決策の採用を
加速させる

5.	 食料システム変革の推進者とし
て、グローバルなイベントにお
いて率先して発言する

6.	 WBCSDのFood	&	Natureプログ
ラムに取り組み、大きな影響を
与える

食料システムの変革に向けたCEOガイド     7
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食料システム変革 の事例

...しかし、環境負荷は世界的
に増大しています... 

... 飢餓と貧困問題は依然として
蔓延しています...

... 将来の供給における安全保
障が危ぶまれる...

... そして、生産された食品は世界
的な健康上の危機を生み出して

います...

23%

22%

50%

20億

75%

80%

>75%

75%

食料システムに起因す
るグローバル温室効果

ガスの排出量2

2018年時点での栄養
不良による5歳未満の
発育阻害のある児童6

食品の安全性が保障され
ていない国々で穀物生産

量が減少4

人超が成長に必要な微
量栄養素が欠如 8

農業に大きく起因する土地
の著しい荒廃3

主に農業に依存した極端
に貧困な地方生活者率7

4つの主要農産物が食品
に占め、大きな集中リス

クがある5

肥満に関連した健康上の
問題を抱える人9

90億人以上  
の人々を現在生産さ
れるカロリー量で養
うことができます1

世界は増大する世界人口
の食料安全保障上の需要
の高まりに応えるため、生
産性の向上に重点を置い
てきました...
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*IFAD, “ENDING EXTREME POVERTY IN RURAL 
AREAS”, FAO 2018

人類は持続可能な開発目標（SDGs）を達成し、健康な人 と々健康な地球を確実に支えるために、2030
年までに食料システムを変革する必要があります。

変革が早急に必要なことは今や明らかであり、それに向けた行動が不可欠です。

WEF年次会議、 Tokyo Nutrition for 
Growth (N4G) Summit

世界自然保護会議、

Convention on  
Biological Diversity 

COP15

食料サミット2021、UNFCCC COP26 

UN General Assembly

WBCSD年次総会、

WBCSD 年次総会、
ダボス、スイス 東京、日本

マルセイユ、フランス

昆明、中国

未定グラスゴー、英国 

ニューヨーク、
米国

東京、日本

未定

2019 
年

2020
年

2021
年

2022
年

1月21日
～24日

6月11日
～19日

11月9日
～19日

15-30 15-28 17-18 
DecSept Oct

9月
13-16 

Oct

未定

今後二年にわたり、諸機関が一連の重要な国際会議を開催し、世界のリーダーらは気候、自然、食料に関する協議事項が交
差する食料システムの新しい方向性を設定することになります。先駆的なCEOは、食品産業・農業・森林産業、年金基金と投
資家、そして政府と都市といったあらゆる分野から同胞のビジネスリーダーに対し、ハイレベルな野心と行動を促す必要が
あります。

UNFCCC 
COP25 

サンチアゴ、チリ

12月2日
～13日
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食料システム変革の複雑さには多くの課題がある一方、取り組みを加速化する方法を示す、有望な消
費者トレンドも見られます

約26%

約7%

約60%

約2倍 約76%
世界における食料雑貨品のオン
ラインショッピングの年平均成
長率（2019～2024年）15

2018～2023年における世界のクリーンラベル成分市場
の成長10

の消費者が人工成分を避けようとする11

飲料市場に対する健康ドリンク（低糖分、人工成分なし）
の成長率（2012～2017年）12

レジ横の棚から除去した場合の
不健康なスナックの購入率の減少
（英国）16

4倍 約10%
持続可能性関連ブランドの他と
比較した成長速度13

2018～2023年における代替乳製
品の世界市場サイズの年平均成
長率（CAGR）14

持続可能性 
消費食品の環境への影響に関する懸念が、代替たんぱく質お
よび倫理ラベルなどの市場を牽引

利便性
いつでも、どこでも食品にアクセスできるという願望が、常に新
しい市場を成長させ、消費を変化させている

身体的・精神的健康
健康を保持し、強化する食品の需要（有機食品、健康志向、
栄養補助食品、個人に合わせた食生活など）

衛生面の要素 差別化のポイント

味
覚

に
お

け
る

妥
協

の
な

さ
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根の辺りに直接水を提供する完全自動化型のドリップ灌漑
システムの使用

再生可能エネルギーから作られた世界初の鉱物肥料の試験
的使用と販売により化石燃料なしのフードチェーンを実現

NGOは規制当局と提携して、違法な森林伐採や漁業活動を検出するためのドローンを使用し、透明性と（肉・魚向けの）ラベルの正確さの需要を創出
するデジタルマーケティングを活用しています

東アフリカの農業従事者に資金融資アクセスを提供するブロ
ックチェーンウォレットソリューションを試験運用

消費者が直接農業従事者を支援できるよう、サプライチェ
ーン全体における食品トレーサビリティを改善するIBMフー

ドトラストブロックチェーンイニシアチブを活用

赤外線乾燥技術を育成することで食品廃棄物を、飲料と
スナックの粉末へと変換

新しい代替たんぱく質イノベーションへの投資

企業はすでに技術とイノベーションにおいて先導しています

食品産業と農業ではこれまで、自然に基づいた解決策、特に包括的で気候変動対応型かつ再生型の技術と
イノベーションへの投資も活用も不十分でした  
ビジネス界は食料システムの将来に向けて発信していますが、解決策の拡大を加速化する必要があります

農業ドローン、精密農業、農業分析、インプッ
トと飼料イノベーションなど

トレーサビリティ技術、プロセス自動化、デジタル
市場、キャパシティビルディングなど

ヘルスマーカーを使用し個人に合わせた食生活、
培養肉、食品ラベルと廃棄物追跡など

農業インプット／上流部門 サプライチェーン 下流部門

しかし活動家とNGOは圧力を高めており、企業は対応を進めなければなりません
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ビジネス 人々の生活と人権

栄養と健康

気候レジリエンスと温室効果ガス
（GHG）の緩和

自然と生物多様性

目標は科学的根拠のあるものであり、持続可能な開発目標（SDGs）、パリ協定、ならびに発展しつつある生物多様性目標に照らし
て達成する必要があります

長期的に繁栄するには、企業はその重大な影響に対応する必要があり、同時に国際的な合意と枠組みに
沿った統合的な解決策を提供しなくてはなりません

•	 一年を通して安全で充足した、栄養価のある食
品がすべての人々に行き届くよう徹底する	
•	 発育阻害を含む、あらゆる形態の栄養不良を
なくす
•	 食品の損失と廃棄を半減する

•	 収益、利回り、および投資案件を持続可能
となるよう推進
•	 経営勘定科目に自然、社会、人的資本の
外部性を含める
•	 企業リスク管理システムにおけるリスク
を含める	
•	 資本コストが財務利回りに加えて、事業
の持続可能性に関する実績を反映するよ
う徹底する

•	 農業生産性と小規模食糧生産者の収入
を倍増する	
•	 食料システムにおける貧困者の割合を
半減する	
•	 農業における強制労働と現代奴隷制を
撲滅する		

•	 エコシステムを維持する持続可能な食料システム
が、気候変動に対しレジリエンスを持ち、土地および
土壌の品質を改善するよう徹底する	
•	 気温上昇1.5	°C以下の道（パリ協定）に向け、農業と土
地利用における温室効果ガスの排出を緩和する

自然とエコシステム

生活と人権

栄養と健康

気候レジリエンスと温室効果ガスの緩和

持続可能な事業価値の創出

•	 自然の生息環境の損失率を半減し、土
地の劣化を大幅に削減する（愛知生物
多様性目標	5	）	
•	 種、植物、家畜の遺伝的多様性を維持
する	

•	 エコシステムを維持する持続可能な食
料システムが、気候変動に対しレジリエ
ンスを持ち、土地および土壌の品質を
改善するよう徹底する
•	 森林の持続可能な管理の促進、森林破
壊の停止、荒廃した森林の回復、森林再
生の著しい増大

2.3

1.2

2.7

2.4

2.1

2.2

12.3

2.5

2.4

15.2
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ネスレでは食品生産と食
料安全保障を保護する上
で、生物多様性の保護と
回復が現在および将来
において必須であると考
えます。ネスレは長年に
わたり農業従事者と協力
してその土地の持続可
能な管理に取り組んでお
り、今後も生物多様性向
上のための活動を率先し
ていきます。

Mark Schneider  
CEO, Nestlé S.A. 
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企業が変革の加速化に向けて主導できる7つの方法

生産 消費

農業を変革し、同時に環境を回復させる

価値の公平な分配を向上する

1

2

健康で持続可能であるよう食生活を変える

食品の損失と廃棄を最小限にする

エンド・ツー・エンドの透明性を構築する

政策と財務上のイノベーションを加速化する

新しいビジネスモデルとバリューチェーンコラボレーションを立ち上げる

直接的な方法

実現を可能にする方法

3

4

5

6

7
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2

革新的なインプットと農業技術を採用し、環境を回復させながら、農業および水産養殖業の双方において地域の条件に合った作物の
種類／混合を最適化する

農業従事者の生活や地方のコミュニティに対し公平な価値の分配を創出するような契約慣行、教育上のアプローチ、新技術を採用する

消費者が健康で持続可能な食生活の選択をするよう支援し、同時に新しい製品設計と効果的なマーケティングにより需要を形作る

サプライチェーンの非効率性を減らし、バイオ経済を採用し、生産者と消費者の意識を高めることで、システム全体における食品の損
失と廃棄を最低限にする

持続可能な原材料確保、農業従事者の収入増加、食品偽装の削減、食品の損失と廃棄の削減、消費者の意識向上を保証するため、新
しいレベルのデータを用いて、バリューチェーン全体の可視性とトレーサビリティを構築する

基礎的なものから最先端まで、食料システム変革を刺激する政策と融資メカニズムを加速化かつ強化する

真の価値を反映するような外部性を一層考慮でき、様々な部門にまたがる多様な利害関係者とのより深い協力関係を生み出す新し
いビジネスモデルを確立する	

3

4

6

5

7

公平な価値の分配

農業の変革

食生活の変化

食品の損失と廃棄

透明性

政策と融資

新しいビジネスモデル

1

これらの方法におけるビジネス主導の解決策は、人々、気候、自然のための目標を達成する必要があり
ます。対応には代償がある一方で、創造的破壊を上手く管理しつつ、率先できる企業は繁栄します。

直
接

的
な

方
法

実
現

を
可

能
に

す
る

方
法
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先制的リスク管理

資本コスト

企業が主導できる機会

2030年までに
創出される年間
4.5兆米ドルの

新たな機会

これらの変革的な方法を実行すること
で、2030年までに毎年4.5兆米ドルのビジ
ネスの機会が新たに生み出されると同時
に、人々や地球に対する損害が、2030年ま
でに毎年5.7兆米ドル削減されます。これは
年間で最高3,500億米ドルに上る投資コス
トの15倍以上を示します。

食料と土地利用システムは年間推定約
12兆米ドルの環境、健康、貧困の「隠れ
た」コストを生み出しています。これら
の変革的な方法を実行することで、リス
ク管理を改善できます。成功すれば、戦
略的なビジネス上の優位性と長期的な
価値の創出が実現され、資本と実績の
コスト改善により会社に見返りをもたら
します。

企業は食料システムの変革を
導くべきです。食品産業および
農業における企業は一体とな
り、業界の運営ライセンスを確
保しなければなりません

戦略的な優位性 長期的な価値の創造



食料システムの変革に向けたCEOガイド     17

小売業者と消費者との
対話を通じて、現代の食
生活がもたらす健康的
な栄養と健康な地球に
関する巨大な機会をつ
かみます。

Johann-Caspar Gammelin  
取締役会会長、 Evonik Nutrition  
& Care GmbH 

透明性を持つことは
基本です。複数の独立
したプレーヤーが一
堂に会して、最善策と
はどういったものかを
調整する必要があり
ます。
Ruth Kimmelshue 
シニアバイスプレジデント、
ビジネスオペレーションとサプラ
イチェーン、Cargill

食料システムの変革に向けたCEOガイド     17
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• 変革的な栄養、自然、気候のインプット
（種、飼料、肥料）を開発する

• ソリューションの配備と規模拡大：
	- 循環型栄養管理	
	- 気候変動対応型農業	
	- 再生型技術および、種・農作物の多
様性の再調整
	- 技術と融資のイノベーション

• 地域の条件と栄養価に基づいて農作
物の混合を最適化するため、生産を
再調整

• 以下のような方法を取ることで価値を
創出する：		
	- 自然を活用した気候変動対策を
適応
	- 生物多様性を向上し、自然を活用
した解決策を創出
	- バイオ経済の利点を最大化	

Nutrien	はカンザスの小麦栽培地域
における事業で、ADMおよびGeneral	
Millsと提携しました。持続可能な農業
のためのNutrienのデジタルプラット
フォームを使用することで、農業従事
者は8つの環境指標に関する管理慣
行の効果を測定しました。同事業は
二年間で、1,400万ブッシェル（1ブッシ
ェルは約35リットル、計約49,000万リ
ットル）に近い小麦を生産する91の
農場が参加するまでに拡大しました。
同事業に参加した農業従事者は燃料
の消費が140,390ガロン減少し、生産
高が10%増大し、また自らの慣習が
温室効果ガスの排出、水質、窒素利
用効率にどのような影響を与えるか

について学びました。

農業を変革し、同時に環境を回復させる1

ソリューション分野

革新的なインプットと農業技術を採用し、農業および水産養殖業の双方において地域の条件に合った作物
の種類／混合を最適化し、同時に環境を回復させる

持続可能な農業のためのデジタ
ルプラットフォーム DSMはパートナーと

協力し、食品生産にお
ける持続可能な標準
を推進し、すべての人
に行き渡る、 手頃な
価格の健康的な食事
を提供することで、我
々の食料システムの
変革への貢献に取り
組んでいます
Feike Sijbesma 
CEO兼会長、DSM
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社会的および環境上の
安定のためには、多角
化農業経営により小自
作農が農場で生み出す
収益を増大できるよう、
業界および政府の支援
による小自作農家の能
力向上が鍵を握ってい
ます
Antoine de Saint-Affrique   
CEO, Barry Callebaut

小自作農は、仲介業者や金融関係者
が価格と透明性に影響を与えている
ことを懸念していました。Olamのデ
ジタルオリジネーション技術プラット
フォームは、農業従事者を直接Olam
につなげることで、公正な調達プロセ
スを保証し、トレーサビリティを向上
しました。2018年にはインドネシアに
おいて40,000以上のココア農業従事
者が登録しました。また、このプラット
フォームは1,000のココアマイクロコ
レクターを創出。その多くは以前、安
定した収入を欠く小規模の仲介業者
として働いていた者です。また、Olam
は80以上の収集センターを開設し、
農業従事者を雇用し、スペースを賃
貸することでさらなる収益を提供し
ています。Olamにとっての利点は、よ
り効率的な集約と分配です。　

農業従事者の生活や地方のコミュニティに対し公平な価値の分配を創出する契約慣行、教育上のアプロー
チ、新技術を採用する

小自作農と市場を繋ぐ

価値の公平な分配を強化する2

• 農場でのデータ管理と農場までのト
レーサビリティのために、費用効果
の高い技術を導入する

• 保険および融資メカニズムを活用
し、拡大する

• 地域に合った新しい方法と技術が採
用されるよう、小自作農の生産能力
を向上 する

• 持続可能かつ長期の契約慣行を生
み出すことで、農場に至るまでの価値
を同等に共有する

• サプライチェーンにおけるレジリエン
スを評価・強化する
	- 気候レジリエンス
	- ジェンダー平等
	- 飢餓緩和

ソリューション分野
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健康で持続可能であるように食生活を変える3

• 製品設計と流通を通じて需要を形
作る
	- 手頃さと入手しやすさ	
	- 地域との関連があり、栄養価が
高く、多様な原材料

• 消費者を支援し、以下のような食生
活の選択を可能にするように製品
の種類を調整する : 
	- 健康的（低糖／塩、より多くの微
量栄養素など）	
	- 持続可能（持続可能な形で育成
される家畜など）
	- 多様（ナッツ、フルーツ、野菜な
ど）	

• 持続可能な形で育成された植物と
動物で、タンパク質の混合バランス
を最適化する

全世界的に20億の人々が食生活にお
いて必要十分なビタミンとミネラルが
欠乏しており、発育不良、貧血、その他
の病気のリスクを高めています。これら
の必須栄養素を豊富に含んでいる野
菜、フルーツ、ナッツは、特に発展途上
国においては、手に入らないか高価で
あることが多いです。必須微量栄養素
で米を強化することは、効果的かつ手
ごろで、汎用性のある解決策であり、大
勢の人が利用できる優れた方法です。
バングラデシュでは、およそ6,000万人
が栄養不良と推定されています。DSM
は各国政府、国連世界食糧計画、労
働者の栄養プログラムとの協力によ
り、200万人のバングラデシュの人々に

強化米を供給しています。

強化米により、人々の潜在力を十
分に発揮する

消費者が健康で持続可能な食生活を選択するよう支援し、同時に新しい製品設計と効果的なマーケティン
グにより需要を形作る

消費者のトレンドは極
めて急速に進化してお
り、若い消費者は徹底
的な透明性を求めてい
ます。
Kees Aarts 
CEO兼創業者、Protix

ソリューション分野
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食品の損失と廃棄を最小限にする4

• サプライチェーン全体にわたり目標
と方策を設定し、技術を使用すること
で、食品の損失と廃棄を削減する
	- ライフサイクルの終期にある製
品の管理方法を含める	

• 保管とサプライチェーンの施設（特に
コールドチェーン）を改善し、サプラ
イチェーンの非効率を削減する 
	- 循環型バイオ経済に基づいた取
り組み含める

• 日付ラベルと分量のサイズデータを
改善し、消費者行動を変化させる上
での一貫性と明確さを推進する

食品の損失と廃棄は、定
量化できる目標と具体的
な行動を実施する上で最
高の機会をもたらす一つ
の手段です。
Wiebe Draijer  
取締役会会長、Rabobank

食品の損失と廃棄の価値計算機を
使用することで、ネスレは30カ国に
おける牛乳サプライチェーン上で、食
品の損失と廃棄の削減を、牛乳の供
給における環境上および栄養上の効
果へと転換することができました。例
えば、1,120万人が1日に必要とするタ
ンパク質に相当する、599トンのタン
パク質の損失を回避できました。ま
た、牛乳生産にして27,000トン相当の	
CO2の間接的排出も回避しました。こ
れは小型車で世界を2,470周した場
合の排出量とほぼ同じです。

牛乳サプライチェーンにおける食
品の損失と廃棄の削減

サプライチェーンの非効率性を減らし、循環型バイオ経済を採用し、生産者と消費者の意識を高めること
で、システム全体における食品の損失と廃棄を最低限にする

ソリューション分野
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• 技術主導のエンド・ツー・エンドのト
レーサビリティを開発し、総合的かつ
一貫したデータをサプライチェーン
全体で追跡する

• データを共有、集約、分析する分散
型台帳技術を試験し、汎用すること
で バリューチェーンのつながりを強
化する

• 費用効果の高い食品テスト・監視ソ
リューションを創出する
	- 食品の安全を向上する
	- 食品の損失と廃棄を削減する

エンド・ツー・エンドの透明性を構築する5

持続可能な調達、農業従事者の収入増加、食品偽装の削減、食品の損失と廃棄の削減、消費者の意識向上
を保証するため、新しいレベルのデータを使用して、バリューチェーン全体の可視性とトレーサビリティを構
築する

Cargillでは、ココアのサプライチェ
ーンにおけるトレーサビリティの改
善目的で、持続可能性データ管理を
使用します。このアプローチではソ
フトウェアを使用し、個々の農場お
よび農業従事者、世帯構成員、コミ

ュニティ、協同組合、社会インフラに
ついてのデータを収集・管理します。
これは児童労働のモニタリング・是
正システムなどの様々なイニシアチ
ブ全体における情報をリンクしてい
ます。このデータのおかげで、Cargill
はその持続可能性プログラムを継

続的に設計・精緻化することができ、
また顧客は信頼して持続可能な製
品を選択できるようになっていま

す。Cargillの全世界でのココア生産
量の48%が持続可能な調達の認定

を受けています。

サプライチェーンの透明性：ココア
農園から顧客まで

現在の技術と慣行によ
り、生産性の高い農場
は、繁栄する自然環境と
共存することができま
す。私たちは共に、これ
を実現することができ
ます。
J. Erik Fyrwald 
CEO,	Syngenta	AG

ソリューション分野
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政策と金融革新を加速化する6

• 以下の項目に基づく行動を呼びか
ける具体的な政策を含む国際会議
の機運に乗る : 

 - 土地の権利などの基本的な期
待事項

 - 新しい政策枠組み
 - 諸機関の検討課題の一貫性

• リスクを管理し、フローを改善し、資
本コストを結果の向上に結びつけ
る金融商品を創出・拡張する 

• 小自作農が利用できるような融資
方法を開発し、変化のリスクを減
らす

グローバルアグリビジネスである
COFCO Internationalは、21行の銀
行からなる組合と提携し、同社の中
核の融資手段として23億米ドルのサ
ステナビリティ・リンク・ローンを創設
しました。この融資条件は、ブラジル
で直接調達される大豆に重点を置
き、COFCOの環境、社会、企業ガバナ
ンス（ESG）面での実績が前年比で改
善し、農産物のトレーサビリティが向
上した場合、支払う金利が安くなると

いうものです。

サステナビリティ・リンク・ローン

基礎的なものから最先端まで、食料システムの変革を刺激する政策と金融メカニズムを加速化および強化
する

ビジネス界を内側か
らリセットするのが、
往々にして最も強力
なものとなります。200
社のWBCSDメンバー
の中から50社の急進
的リーダーが出て、そ
の全員が合意するの
であれば、目に見える
変化が起こるでしょう
Jeremy Oppenheim 
創業者兼マネージングパー
トナー、
SYSTEMIQ

ソリューション分野
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• レジリエンスと好実績を出すためのビ
ジネス、ポートフォリオ、バリューチェ
ーンを再形成する

• イノベーションにおけるリスクを軽減
し、解決策をより速く拡張し、最終段
階に到達する（農業従事者と顧客の
両方）目的で、革新的経済を用いたバ
リューチェーン横断型の協働を立ち
上げる

• 真の価値を反映するため財務実績評
価における外部性を含める

• 循環バイオ経済を使用して資源供給
リスクを緩和し、化石燃料と再生不能
資源から、持続可能かつ再生可能な
バイオマスに移行し、農業廃棄物の用
途を変え、栄養素を再生する

新しいビジネスモデルとバリューチェーンコラボレーションを立ち上げる77

真の価値を反映するよう外部性のより良い考慮を可能にし、異部門間で多様な利害関係者とのより深い
協力関係を生み出す新しいビジネスモデルを確立する

Bayerのオンラインプラットフォーム「
メイド・イン・ファーム」は小自作農を
直接消費者または取引業者と結び

つけます。同プラットフォームは農業
従事者と買い手がオンラインで出会
い、交渉し、取引を成立するのを支援
する一方、場所や収穫後の処理など、
生産に関する情報の追加を希望する
農業従事者からのオファーも表示し
ます。今日までに同プラットフォーム
では1,000万ユーロを超える取引が

成立し、1,300万人の消費者とつなが
っています。

メイド・イン・ファーム

Nutrienは持続可能な
農業に取り組んでいま
す。正しい道を進むこ
とは、誰に対してもメリ
ットをもたらす環境上
の必須事項であり、ビ
ジネスの機会でもあり
ます。
Chuck Magro 
CEO兼社長、Nutrien

ソリューション分野
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経済的な実行可能性と
持続可能性の双方を目
標とすることは可能で
す。しかし、これを達成
するにはインセンティ
ブを設ける必要があり、
私たちはバリューチェ
ーン全体を通して協力
する必要があります。
Amy Senter	
最高持続可能性責任者、 
Kellogg Company

これまで長い間合意
や認識されてきたこと
は再考する必要があ
り、企業に真の価値を
もたらす新しい経済
モデルのための革新
を行うべきです

Ruth Richardson  
エグゼクティブディレクター、 
Global Alliance for the Future of Food

食料システムの変革に向けたCEOガイド     25
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• グローバルな枠組みでの実現を目指した
野心的な企業目標を設定する 

• サプライチェーンを変革する
• 実績評価にあたり外部性を組み込んだ 

事業指標を設定する 
• 研究開発および営業チーム全体で社員を

解決策の構築に参加させ、インセンティブ
を与える 

• 事業戦略が集合的な運営ライセンスを提
供するよう徹底する 

• 画期的な解決策の達成を目指し、バリュー
チェーン全体で協力する 

• 消費者の嗜好やライフスタイルを形作る 
• コミュニティに従事し、貧困問題への取り組

み、キャパシティとレジリエンスの両方を築
く解決策を見いだす。

リーダーはどの方法がその事業戦略
にとって重要であるかを認識します。 
いかなるビジネスの変革にも、複数の
戦略的変化が必要とされます。

CEO の行動	

対内的行動

食料システムの問題に対す
る自社の関連性および7つ
の変革的方法におけるそ
の役割と願望を理解する

外部性に関する真の財
務価値を反映し、科学的
根拠に基づいた強固な

目標を設定する

目標達成のための拡張
可能な解決策および新
しいビジネスモデルを

開発および導入する

1 2 3
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CEO の行動	

• バリューチェーン全体で協力し、画期的な
解決策を達成する 

• 政策と経済的成功要因を提唱する 
• 国際的な会議において意見を表明し、機

運を高める 
• トレーサビリティ、データ収集とガバナン

スに関する標準を設定し、整合する 
• 食料システムの転換と外部性を評価する

指標作りの取り組みを加速化するのに積
極的に貢献する

• これらの変革方法を達成するために、同
僚を結集し解決策の開発と導入に努める

自社の事業の枠を超えたリーダーシップ
がますます重要になっています。他の事業
および政府を支援し、野心を掲げ、行動
を起こす推進者が必要とされています。 対外的行動

ソリューションの採択
を加速化するため自ら

の業界を率先する

食料システム変革の推進
者として、グローバルイ

ベントにおいて先導的に
意見を表明する

WBCSDのFood & 
Natureプログラムに協
力し、大きな影響を与

える

4 5 6
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変革に参加する

WBCSD のFood & Natureプロ
グラムは、主要な問題に取り組
み、食料システム変革を加速化
するためのソリューションを策
定します。

28      食料システムの変革に向けたCEOガイド

WBCSDによる貴社の支援方法		
Food & Natureプログラムに参加し、70以
上の将来を見据える他企業とバリューチ
ェーン全体に及び協力します。 
共に、私たちは7つの変革の方法にわたる
大規模な企業行動を支援し、野心的かつ
科学的根拠に基づいた解決策を策定して
いきます。 

率先する。変革する。成功する。

Lead
Transform
Succeed
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Peter Bakker                                      
事務総長兼 CEO                                      

Diane B. Holdorf                                                
マネージング・ディレクター、 

Food & Nature  
holdorf@wbcsd.org 

Alison Cairns                                              
ディレクター、食料システムの変革

cairns@wbcsd.org 

主な WBCSDの連絡先
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